
  

南太平洋での多国籍医療チームによる国際医療協力の実地演習 

Pacific Partnership 2016 参加の医師および看護師募集 

＜米国財団法人野口医学研究所 NGO として参加＞ 

 

 Pacific Partnership 2016 とは、2010 年よりアメリカ海軍・陸軍を中心に協力国

として日本、オーストラリア、イギリス、フィリピン、ベトナムなどその他の国の軍

隊および NGO が、東南アジア・南太平洋地域における多国籍医療チーム活動がスムー

ズに行えるようにするための演習として始められました。活動は医療のみならず、建

築・土木、保健衛生援助などにおいても行われています。 

 2015 年より、米国財団法人野口医学研究所（以下、当財団）はこれに NGO として

参加しており、第 1 回派遣では、当財団理事長である佐野潔医師自らが参加いたしま

した。そして、今回続けて第 2回目佐野医師とともに参加していただける医師および

看護師を皆さまから募集いたします。 

 

 主たる目的は、被災地・途上国の医療援助そのものにあるのではなく、言葉・習慣

の異なる多国籍医療チームが、現地で如何に相互コミュニケーションをとって医療施

設の設営、システム構築、運営を行っていくか、そして現地住民と如何にうち溶け友

好的な関係を築いていくかを実際の医療もしながら訓練していくことにあります。 

従って、コミュニケーションの中心である英語での会話力は必須であり、加えて英語

圏の医療が理解でき、他国の医療関係者らと協力してチーム医療ができることも必要

です。 

 これまで当財団は米国中心の留学援助を活動の中心にしてきましたが、野口英世博

士がアフリカなど世界に活動を広げていったように、今後は財団の活動を世界に広げ、

多くの日本の医師に世界で活躍していただくことを目標にこれら国際的活動の援助

をしていく意向です。 

 

派遣期間 ： 2016 年 8 月 5 日～15 日（前後に 1日程度移動日必要） 

 

派遣場所 ： パラオ 

 

募集人数 ： 数名 

 

活動概要 ： 自衛隊（陸・海）医（歯）官、看護師、その他自衛隊・防衛省関係医

療者および NGO 参加医師・看護師総勢 60 名余りの日本チームと米軍・

英軍・豪軍・その他の派遣医療者チームが現地入りし、現地の病院や



サテライト医療施設を使って現地医療者に対して CME 講義・WS など

の教育活動や実際の医療として診療の援助・指導、外国人チームによ

る診療を 5～7 日間程度行う。宿泊は、主に自衛隊輸送船内および移

動時はホテルに滞在の予定。 

詳細は、現地到着時に各国チーム代表によって討議決定される。教育

活動、文化交流活動も同時に行われるので現地人との交流の場が多く

ある。医療物資などは、米軍が用意するので全て米国の医薬品・医療

機器が使われる。 

 

  防衛省のサイト（注：個人申し込みは参加 NGO を通して行う） 

http://www.mod.go.jp/j/approach/exchange/dialogue/pp/2016yoryo.html 

過去のレポート 

http://www.mod.go.jp/j/approach/exchange/dialogue/pp/pdf/pp2015.pdf 

http://www.flickr.com/photos/compacflt/collections/72157654040514971/ 

 

交通・費用： 自宅→東京→パラオ（航空チケットはこちらで確保）→自宅現地まで

の往復旅費、滞在費（自衛隊艦艇泊予定）、食費は全て支給。 

 

応募資格 ： ① 野口アラムナイ会員（新規入会も可）で医学英語会話の堪能な者 

② 初期研修修了（本年度 4月修了予定）または卒後 3年以上の臨床

経験を有する医師、または看護師資格を有し現場経験 3年以上の

看護師 

③ 好ましい医療専門分野（家庭医療・総合診療・内科・外科・救急

など広く見られる専門、および小児科・産婦人科） 

④ 国籍は問わない（ただし、日本語堪能なこと） 

 

出願書類 ： ① 英文履歴書（写真付き） 

② 日本語履歴書（規定のもの・写真付き） 

③ 出願理由を含めた Personal Statement（自己宣伝も含む） 

④ 日本国医師免許証コピー 

⑤ もしあれば、研修修了証、または専門医資格証のコピー 

⑥ もしあれば、USMLE,TOEFL,IELTS,英検などの証明書・スコアのコ

ピー 

 

選考方法 ： 書類選考（参加者が多い場合には面接選考） 

 

http://www.mod.go.jp/j/approach/exchange/dialogue/pp/2016yoryo.html
http://www.flickr.com/photos/compacflt/collections/72157654040514971/


送り先  ： 〒105-0001 

東京都港区虎ノ門 1-22-13 秋山ビル 5F 

米国財団法人野口医学研究所 

医学教育＆交流室 担当者 

※封筒に『PP2016 応募書類在中』と記載すること。 

 

申込締切 ： 2016 年 4 月 15 日までに必着 

 

問い合わせ： ステロラ・スンヨビ、樫本享子 

              ryugaku@noguchi-net.com 

       電話 03-3501-0130 
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